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３
月
３
日
～
19
日
の
17
日
間
、
市
議
会

定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
議
案
31
件
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
今

回
の
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
平
成
27
年
度

当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
２
～
４
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

◆
竹
原
市
保
育
所
設
置
及
び
管
理
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
な
ど
に
伴
い
、
利
用
者
負
担
額
の
納
付

及
び
減
免
に
関
す
る
規
定
を
定
め
る
な
ど

必
要
な
規
定
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
関

係
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◆
竹
原
市
公
立
学
校
使
用
条
例
等
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
案

　

消
費
税
法
及
び
地
方
税
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
平
成
26
年
４
月
１
日
に
消
費
税

率
及
び
地
方
消
費
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
市
で
管
理
す
る
施
設
の

使
用
料
等
に
つ
い
て
改
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
平
成
26
年
度
竹
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　

主
に
平
成
26
年
度
各
種
施
策
の
実

施
に
よ
る
事
業
費
の
精
算
に
伴
い
、

９
億
６
６
７
万
９
千
円
を
減
額
す
る
と
と

も
に
、
現
年
度
で
の
完
了
が
見
込
ま
れ
な

い
事
業
費
に
つ
い
て
、
次
年
度
へ
繰
越
し

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
国
の
経
済
対
策

に
呼
応
し
た
、
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支

援
交
付
金
事
業
（
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販

売
事
業
な
ど
）
に
つ
い
て
追
加
提
案
し
、

８
，
３
６
３
万
１
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

平成 27年第１回竹原市議会定例会を開催　議案 31件を可決

　

本
市
で
は
初
め
て
と
な
る
「
施
設
一

体
型
小
中
一
貫
校
・
忠
海
学
園
」
が
４
月

に
開
校
し
ま
し
た
。
児
童
生
徒
数
２
４
７

人
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

　

校
訓
は
、
「
広
く
・
や
さ
し
く
・
元

気
よ
く
」
で
す
。
「
広
く
」
は
学
校
か

ら
見
え
る
瀬
戸
の
海
、
「
や
さ
し
く
」

は
忠
海
の
地
域
の
人
々
、
「
元
気
よ
く
」

は
校
舎
後
ろ
に
そ
び
え
る
黒
滝
山
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

忠
海
学
園
で
は
、
小
中
学
校
の
９
年

間
を
図
１
の
よ
う
に
三
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
、
発
達
段
階
に
応
じ
て
「
基
礎

基
本
の
徹
底
」
「
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
の
育
成
」「
個
性
・
能
力
の
伸
長
」

を
着
実
に
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
、
歴
史
や
伝
統
文
化
が
大
切
に

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
子
ど
も
た
ち
の

地
域
行
事
へ
の
参
加
率
が
大
変
高
い
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
生
活
科
や

総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
で
「
ふ
る
さ

と
忠
海
」
の
地
域
教
材
や
人
材
を
活
か

し
た
学
習
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応

し
た
教
育
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

方
向
性
を
受
け
、
小
学
校
や
中
学
校
で
、

英
語
教
育
全
体
の
充
実
を
図
る
こ
と
か

ら
、
「
英
語
力
の
向
上
」
を
重
点
に
置
い

た
取
組
を
積
み
重
ね
て
い
く
計
画
で
す
。

具
体
的
に
は
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
の
英

語
活
動
、
高
学
年
に
お
け
る
中
学
校
教

員
と
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
（
Ｔ
Ｔ
）

に
よ
る
外
国
語
活
動
、
外
国
語
指
導
助

手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
に
よ
る
日
常
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
設
定
や
体
験
活

動
等
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
海
外
の
学
校

と
の
交
流
等
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
か
ら
供
用
を
開
始
す
る
新
た
な
校

舎
の
２
階
の
「
交
流
ス
ペ
ー
ス
」
に
は
、

ミ
ニ
舞
台
が
設
け
ら
れ
、
小
学
生
と
中
学

生
が
学
習
し
た
こ
と
を
発
表
し
合
っ
た

り
、
話
し
合
っ
た
り
す
る
等
、
学
年
の
枠

を
超
え
て
多
面
的
に
活
用
を
し
て
い
く
予

定
で
す
。
ま
た
、
こ
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
は
、

図
書
室
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
読

書
や
読
み
語
り
の
場
に
も
な
り
、
子
ど
も

施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
「
忠
海
学
園
」
開
校忠海学園校舎完成予定図

問
い
合
わ
せ

　

教
育
振
興
課　

☎
22-

２
３
２
９

　

学
校
教
育
課　

☎
22-

７
７
５
３

た
ち
が
日
常
的
に
関
わ
り
合
い
、
学
び
合

う
場
と
し
て
、
教
育
的
な
効
果
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
施
設
一
体
型
小

中
一
貫
校
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
取
組
み

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
様
々
な
教
育
活

動
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
が
さ
ら

に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
後
も
子
ど
も
た
ち
や
地
域
に
と
っ

て
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
学
園
と
な
る
よ

う
、
教
育
活
動
の
充
実
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

小学校入学

小学校卒業

小学１年～小学４年

小学５年

小学６年

中学１年

中学２年

中学３年学習発展期
個性・能力の伸長

学習充実期
思考力・判断力
・表現力の育成

学習指導期
基礎基本の徹底

３泊４日
体験学習

職場体験学習

修学旅行

修学旅行

・中学校教諭による乗り入れ授業の

　
実施（一部教科担任制・ＴＴ）

・小学校教諭による乗り入れ授業の

　
実施（一部教科ＴＴ）

▼９年間のステップアップ図（図１）

中学校入学

中学校卒業
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お
知
ら
せ
N
E
W

４
月
１
日
人
事
異
動

　

人
事
異
動
後
の
部
課
長
は
次
の

と
お
り
で
す
。

総
務
部
長　
　
　
　

中
川　

隆
二

市
民
生
活
部
長　
　

今
栄　

敏
彦

建
設
産
業
部
長　
　

細
羽　

則
生

教
育
委
員
会
教
育
次
長
（
教
育
振

　

興
課
長
兼
職
）　

 

久
重　

雅
昭

公
営
企
業
部
長　
　

宮
地　

憲
二

建
設
産
業
部
参
事　

谷
岡　
　

亨

総
務
課
長　
　
　
　

塚
原　

一
俊

企
画
政
策
課
長　
　

松
﨑　

博
幸

財
政
課
長　
　
　
　

沖
本　
　

太

税
務
課
長　
　
　
　

向
井　

聡
司

市
民
健
康
課
長
（
忠
海
支
所
長
兼
職
）

　
　
　
　
　
　
　
　

森
重　

美
紀

人
権
推
進
室
長　
　

向
井

　直
毅

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

國
川　

昭
治

文
化
生
涯
学
習
室
長　

堀
信　

正
純

福
祉
課
長　
　
　
　

平
田　

康
宏

子
ど
も
福
祉
室
長　

井
上　

光
由

産
業
振
興
課
長
（
農
業
委
員
会
事

　

務
局
長
併
任
） 　

桶
本　

哲
也

建
設
課
長　
　
　
　

大
田　

哲
也

都
市
整
備
課
長
（
区
画
整
理
室
長

　

兼
職
）　
　
　
　
　

有
本　

圭
司

上
下
水
道
課
長　
　

木
村　

忠
志

会
計
管
理
者
（
会
計
課
長
兼
職
）

　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川　

優
子

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長

　
　
　
　
　
　
　

  

九
十
九 
邦
守

議
会
事
務
局
長　
　

西
口　

広
崇

監
査
委
員
事
務
局
長
（
選
挙
管
理

　

委
員
会
事
務
局
長
併
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　

広
近　

隆
幸

た
け
は
ら
公
共
交
通

時
刻
表
が
完
成

　

Ｊ
Ｒ
・
バ
ス
・
船
・
タ
ク
シ
ー

の
情
報
を
一
つ
に
ま
と
め
た
時
刻

表
を
、
平
成
27
年
４
月
版
に
改
訂

し
ま
し
た
。
ア
ニ
メ
「
た
ま
ゆ
ら
」

の
イ
ラ
ス
ト
を
表
紙
に
、
運
賃
や

公
共
交
通
マ
ッ
プ
な
ど
、
便
利
な

情
報
が
満
載
で
す
。

　

広
報
た
け
は
ら
４
月
号
と
一
緒

に
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活

用
い
た
だ
き
、
公
共
交
通
機
関
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

竹
原
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化

　

協
議
会

　

（
市
役
所
企
画
政
策
課
内
）

　

☎
22-

０
９
４
２

▲中面 ▲表紙

　

平
成
27
年
度
税
制
改
正
に
お
い

て
「
二
輪
車
等
に
係
る
税
率
の
引

き
上
げ
」
が
一
年
延
長
さ
れ
、
平

成
27
年
度
軽
自
動
車
税
は
引
き
続

き
現
行
の
税
率
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
26
年
度
地
方
税

法
の
改
正
に
伴
い
、
平
成
27
年
４

月
１
日
に
新
規
登
録
さ
れ
た
四
輪

以
上
及
び
三
輪
の
軽
自
動
車
に
限

り
新
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
市
民
税
係

　

☎
22-

７
７
３
２

車種区分 現行税率 新税率

軽自動車

四輪乗用
営業用 5,500 円 6,900 円

自家用 7,200 円 10,800 円

四輪貨物
営業用 3,000 円 3,800 円

自家用 4,000 円 5,000 円

三輪 3,100 円 3,900 円

▼軽自動車税額一覧（改正分のみ）

※４月１日に新規登録された軽自動車のみ新税率

　の適用となります。

平
成　

年
度
軽
自
動
車
税

の
一
部
税
率
改
正

27

市
役
所
の
組
織
を

一
部
変
更
し
ま
し
た

　

市
が
目
指
す
将
来
像
「
住
み
よ

さ
実
感　

瀬
戸
内
交
流
文
化
都
市

た
け
は
ら
」
の
実
現
に
向
け
て
、

竹
原
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

の
更
な
る
推
進
と
計
画
的
で
効
率

的
な
行
政
運
営
を
行
う
た
め
、
必

要
な
組
織
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

変
更
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
民
生
活
部
人
権
推
進
室

◆
「
防
災
担
当
」
の
設
置

　

危
機
管
理
業
務
の
高
度
化
・
専

門
化
に
対
応
す
る
た
め
、
「
防
災

担
当
」を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
に

一
定
の
目
処
が
つ
い
た
た
め
「
情

報
化
推
進
室
」
を
「
情
報
化
推
進

係
」
に
改
組
し
ま
し
た
。

◆
「
人
権
男
女
共
同
参
画
係
」
に

　

改
組

　

相
談
業
務
等
に
柔
軟
に
対
応
す

る
た
め
、
「
人
権
対
策
係
」
、
「
男
女

共
同
参
画
担
当
」
を
「
人
権
男
女

共
同
参
画
係
」
に
改
組
し
ま
し
た
。

◆
「
商
工
振
興
係
」「
観
光
振
興
係
」

　

に
改
組

　

職
務
の
明
確
化
に
よ
る
企
業
誘

致
体
制
及
び
観
光
振
興
の
強
化
を

図
る
た
め
、
「
産
業
振
興
課
商
工

観
光
室
」
を
「
商
工
振
興
係
」
、「
観

光
振
興
係
」
に
改
組
し
ま
し
た
。

◆
「
議
事
庶
務
係
」
に
改
組

　

議
会
改
革
等
に
柔
軟
に
対
応
す

る
た
め
「
議
事
調
査
係
」
、
「
庶
務

係
」
を
「
議
事
庶
務
係
」
に
改
組

し
ま
し
た
。

総
務
部
総
務
課

議
会
事
務
局

建
設
産
業
部
産
業
振
興
課
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国
勢
調
査
の
調
査
員

を
募
集
し
ま
す

　

本
年
10
月
に
実
施
す
る
国
勢
調

査
の
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。
日

本
国
内
に
住
む
全
て
の
人
や
世
帯

を
対
象
と
し
て
、
５
年
に
一
度
実

施
す
る
大
規
模
な
調
査
で
す
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

啓
発
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

募
集
人
数　

１
人

応
募
資
格

　

保
健
師
ま
た
は
看
護
師
の
資
格

及
び
普
通
運
転
免
許
を
有
す
る
人

勤
務
先　

市
民
健
康
課
医
療
年
金
係

勤
務
内
容

　

国
保
被
保
険
者
に
対
す
る
適
正

受
診
の
訪
問
指
導
等

勤
務
時
間　

９
時
～
16
時

任
期　

１
年(

再
任
用
あ
り)

報
酬
月
額

　

保
健
師
の
有
資
格
者

　
　
　
　
　

１
９
３
，
３
０
０
円

　

看
護
師
の
有
資
格
者

　
　
　
　
　

１
８
８
，
０
０
０
円

※
厚
生
年
金
・
社
会
保
険
あ
り

申
込
期
間

　

４
月
８
日
㈬
～
30
日
㈭

提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
民
健
康
課
に
備
え

付
け
）
、
保
健
師
ま
た
は
看
護
師

免
許
証
の
写
し

試
験
内
容

　

書
類
審
査
・
面
接
試
験

※
面
接
日
時
は
、
直
接
申
込
者
に

　

連
絡
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
民
健
康
課
医
療
年
金
係

　

☎
22
‐
７
７
３
４

竹
原
市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

調
整
中
に
な
っ
て
い
た
忠
海
地

区
の
主
任
児
童
委
員
が
次
の
人
に

決
定
し
ま
し
た
。

※
主
任
児
童
委
員
は
民
生
委
員
児

　

童
委
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
地

　

域
の
子
ど
も
に
関
す
る
問
題
を

　

専
門
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

名　前 八
や わ た

和田　昭
あきひこ

彦

住　所 忠海中町三丁目

電話番号 ２６-０８５９

担当地区 忠海地区全域

ご
み
焼
却
施
設
及
び
し
尿

処
理
施
設
の
環
境
影
響
評
価

　

新
た
に
設
置
す
る
ご
み
焼
却
施

設
及
び
し
尿
処
理
施
設
に
つ
い

て
、
環
境
影
響
評
価
書
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

日
時

　

４
月
20
日
㈪
～
５
月
19
日
㈫ 

　

平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

縦
覧
場
所

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
東
広
島

市
都
市
計
画
課
、
賀
茂
環
境
衛
生
セ

ン
タ
ー
、
県
環
境
保
全
課
、
県
西
部

東
厚
生
環
境
事
務
所
環
境
管
理
課

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
福
祉
総
務
係

　

☎
22-

７
７
４
２

問
い
合
わ
せ

　

【
都
市
計
画
の
手
続
き
に
関
す

　

る
こ
と
】

　

東
広
島
市
都
市
計
画
課

　

☎
０
８
２-

４
２
０-

０
９
５
４

　

【
事
業
計
画
・
環
境
影
響
評
価

　

に
関
す
る
こ
と
】

　

広
島
中
央
環
境
衛
生
組
合
施
設

　

整
備
課

　

☎
０
８
２-

４
２
６-

０
９
１
６

応
募
資
格　

①
20
歳
以
上
で
、
責
任
を
持
っ
て

　

調
査
事
務
を
遂
行
で
き
る
こ
と

②
警
察
及
び
税
務
、
選
挙
運
動
等

　

に
関
係
す
る
事
務
に
従
事
し
て

　

い
な
い
こ
と

③
暴
力
団
と
密
接
な
関
係
を
有
し

　

な
い
こ
と

④
そ
の
他
統
計
調
査
の
事
務
に
支

　

障
が
な
い
こ
と

仕
事
内
容

　

担
当
地
域
の
地
図
作
成
、
調
査

票
の
配
付
及
び
回
収
、
調
査
書
類

の
検
査
な
ど

従
事
期
間

　

８
月
～
10
月
頃

報
酬

　

受
持
件
数
に
応
じ
て
支
払
わ
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
行
政
係　
　
　

　

☎
22-

７
７
１
９

敬老事業の見直しについて
　竹原市におきましても高齢化が進み、平均寿命

も延びるとともに、高齢者個々の価値観や意識に

ついても多様化してきております。

　そういった中、高齢者が住み慣れた地域で暮らし

続けることができるよう、地域包括ケアシステムの

構築に向け、今後も地域で高齢者を支えるため、平

成 27 年度から敬老事業を次のとおり見直します。

①敬老会への補助金

　２つの事業の見直しにより、地域で開催の敬老

会への補助金を拡充する。

②敬老祝い金

　現在の対象者 77 歳・88 歳・100 歳を 88 歳・

100 歳に変更する。

③金婚を祝う会

　金婚を祝う会の開催を取りやめる。

問い合わせ　福祉課介護福祉係　☎ 22-7743
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最新情報・問い合わせはこちら

■内閣官房ホームページ

　「社会保障・税番号制度」

　http://www.cas.go.jp/jp/

　seisaku/bangoseido/

■マイナンバーコールセンター

　☎０５７０-２０-０１７８
▲個人番号カード

マイナンバー
社会保障・税番号制度が始まります
　社会保障や税制度の効率性・透明性を高めるために、国が
進める「社会保障・税番号制度」についてお知らせします。

問い合わせ　企画政策課　☎２２-０９４２

　
　

会
保
障
・
税
番
号
制
度

　
　
　（マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
と
は

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
）
は
、
国
民
の
利
便
性
を
高
め
、

公
平
・
公
正
な
社
会
実
現
を
目
的
と
す
る

制
度
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
よ
り
、

社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
な
ど
の
各
種

申
請
に
必
要
な
所
得
証
明
書
な
ど
の
書
類

が
不
要
に
な
り
、
行
政
手
続
き
が
簡
素
化

し
ま
す
。

　
　イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
仕
組
み

　

住
民
票
を
有
す
る
全
て
の
人
に
、
12
桁

の
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
が
付
番

さ
れ
ま
す
。
こ
の
番
号
を
も
と
に
、
行
政

機
関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
複
数
の
機

関
で
同
じ
人
の
情
報
を
結
び
付
け
て
相
互

に
情
報
の
活
用
を
行
い
ま
す
。

　
　イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
範
囲

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
主
な
利
用
範
囲
は
、

法
律
に
規
定
さ
れ
た
社
会
保
障
・
税
・
災

害
対
策
な
ど
の
限
ら
れ
た
事
務
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
村
が
独
自
に
利
用
す
る
場

合
は
、
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
に
関

す
る
事
務
で
、
条
例
に
定
め
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

▼マイナンバーの主な利用範囲

災害対策
 ・被災者台帳の作成事務

　被災者生活再建支援金

　の支給

 
・被災者台帳の作成事務

　　　　　　　　　など

税
 ・税務当局に提出する確

　定申告書、届出書、調

　書などに記載

 
・税務当局の内部事務

　　　　　　　　　など

社会保障
年金・労働・医療・福祉
 ・年金の資格取得や確認、

　給付

 ・雇用保険の資格取得や

　確認、給付

 
・ハローワークの事務

 
・医療保険の保険料徴収

 ・福祉分野の給付、生活

　保護　　　　　など

　
　後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

10
月　

通
知
カ
ー
ド
を
送
付

　

住
民
票
の
住
所
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

通
知
す
る
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
送
付
し
ま

す
。

平
成
28
年
１
月　

番
号
カ
ー
ド
を
交
付

　

希
望
者
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
交
付
し

ま
す
。
（
通
知
カ
ー
ド
は
回
収
し
ま
す
。
）

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
と
、
カ
ー
ド
に
搭
載

さ
れ
る
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は
、
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
」
、
「
氏
名
」
、
「
住
所
」
、
「
生
年
月

日
」
、
「
性
別
」
、
「
顔
写
真
」
な
ど
が
記
載

さ
れ
ま
す
。
本
人
確
認
の
た
め
の
身
分
証

明
書
と
し
て
利
用
で
き
る
ほ
か
、
国
税
の

電
子
申
告
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
利
用
で
き

ま
す
。

▲マイナンバーキャラクター

　「マイナちゃん」

社ママ

今
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道徳と特別活動の教育研究賞・最優秀賞
　２月 24 日、東京都で、第 31 回「道徳と特別活動の

教育研究賞」の発表が行われ、中通小学校の有松浩司

教諭が実践論文教師の部で文部科学大臣賞・最優秀賞

を受賞しました。家族間の絆や信頼関係を深めること

をテーマとした教材開発にかかわったことが評価され

受賞に繋がりました。この教材を、市内の小中学校に

も広め、道徳教育の充実に生かしていきます。

第 67回優良公民館表彰
　３月４日、東京都内で、第 67 回優良公民館表彰が

行われ、竹原市では、東野公民館が受賞しました。

　生涯学習活動の拠点施設として、特に事業内容・方

法等に工夫をこらし、地域住民の学習活動に大きく貢

献している公民館として、全国で 77 館の公民館が表

彰されました。

おめでとうございます

特殊詐欺被害防止川柳
受賞者決定！

　２月 25 日、市長公室で、特殊詐欺被害防止

川柳の竹原市長賞と竹原警察署長賞の表彰を行

いました。応募総数 1,086 首の中から選ばれた

作品です。

【竹原市長賞】

　『あわてない　一度電話を　切る勇気』

　竹原小学校　６年　福永　迅

【竹原警察署長賞】

　『大丈夫　「私だけは」が　落とし穴』

　中原　美恵子（竹原町）

　日頃から、家族や地域の人とオレオレ詐欺な

どの特殊詐欺対策を話し合い、人の良心につけ

こんで、大切な財産を一瞬で奪う卑劣な特殊詐

欺被害を防止しましょう。

問い合わせ

　まちづくり推進課生活環境係　☎ 22-2279

　竹原警察署　☎ 22-0110

日本公衆衛生協会会長表彰
　３月 19 日、東京都千代田区で表彰式が行われ、地

域の公衆衛生の向上に努めている個人・団体が表彰さ

れました。竹原市からは次の人が表彰されました。

公衆衛生事業功労者

　角本　健治　さん

　荒川　幸子　さん

　井上　美津子　さん

問い合わせ

　まちづくり推進課生活環境係　☎ 22-2279

祝 全国大会出場（敬称略・順不同）
　市では、県大会規模の予選会を経て全国大会に出場

する人に助成金交付制度を設けています。

問い合わせ　文化生涯学習室　☎ 22-7757

第 30 回全日本年齢別ボウリング選手権大会

（２月 13 日～ 15 日　大阪府）

第 53 回全日本ボウリング選手権大会

（３月 12 日～ 15 日　愛知県）

　松田　弘之（港町）

第 66 回全国高等学校相撲選抜大会

（３月 14 日～ 15 日　高知県）

　大川　雄士（近畿大学付属広島高等学校東広島校）

　奥田　瑛弘（竹原高等学校）


